
福
祉
環
境
委
員
会

市民の健康づくりを推進

12
月
13
日

所
管
事
務
調
査

第
２
次
と
よ
か
わ
健
康
づ
く
り
計
画

中
間
見
直
し（
案
）

　
第
２
次
と
よ
か
わ
健
康
づ
く
り
計
画
中
間
見

直
し（
案
）に
つい
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
具
体
的
な
見
直
し
の
内
容
は
。

　
各
分
野
で
定
め
た
目
標
値
に
対

し
て
、現
状
値
を
、県
の
達
成
率
の

算
式
と
同
様
の
方
法
で
評
価
し
た
。

本
市
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、中
間

見
直
し
後
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

　
自
殺
者
の
現
状
と
特
徴
は
。

　
本
市
の
自
殺
者
数
は
25
年
が
50

人
と
多
い
が
、そ
れ
以
降
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。全
国
と
比
較
し
て
20
代
、

80
代
以
上
の
女
性
、50
代
男
性
の
割

合
が
高
く
、同
居
世
帯
、無
職
の
方

が
多
い
。

　
中
学
１
年
生
の
１
人
あ
た
り
の

虫
歯
数
は
県
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

　
29
年
度
は
本
市
の
平
均
０
・
７
２

本
に
対
し
て
、県
は
０
・
５
本
で
あ
り
、

県
平
均
よ
り
悪
い
状
況
で
あ
る
。見

直
し
後
の
目
標
値
を
達
成
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

市
民
文
教
委
員
会

学校規模の課題解決に向けた方針を策定

12
月
14
日

所
管
事
務
調
査

市
立
小
中
学
校
の
規
模
に
関
す
る

基
本
方
針（
案
）

　
市
立
小
中
学
校
の
規
模
に
関
す
る
基
本
方
針

（
案
）に
つい
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
今
年
度
に
基
本
方
針
を
策
定
す

る
意
義
は
。

　
小
中
学
校
の
小
規
模
化
が
一
層

進
む
と
予
測
さ
れ
、対
応
方
針
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
、ま
た
文
部
科
学
省
か
ら
32
年
度

ま
で
に
学
校
教
育
施
設
の
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、そ
の
重
要
な
要
素
と

し
て
必
要
と
な
る
た
め
。

　
な
ぜ
複
式
編
制
を
回
避
す
る
方

針
を
打
ち
出
す
の
か
。

　
県
内
で
は
、山
間
部
等
通
学
区
域

が
非
常
に
広
い
場
合
な
ど
、物
理
的

に
学
校
統
合
が
選
択
で
き
な
い
場

合
が
あ
る
が
、本
市
で
は
そ
こ
ま
で

の
学
校
は
な
い
た
め
、学
校
教
育
の

機
会
均
等
や
そ
の
水
準
の
維
持
・
向

上
の
観
点
を
重
視
し
て
い
く
。

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

○ 10月26日 産業建設委員会
  　下水道事業の企業会計方式移行

○ 11月 ７日 議会協議会
  　豊川市開発ビル株式会社あり方検討委員会意見書

○ 11月20日 総務委員会
  　平成31年度組織機構改革
  　市税条例の一部改正の概要

○ 12月13日 福祉環境委員会
  　休日夜間急病診療所における診療時間の見直し

その他に開催された委員会

委員会などの開催状況
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介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情
 愛知自治体キャラバン実行委員会　代表者　森谷光夫

陳情第10号から陳情第12号は、常任委員会において不採択と決定。
陳情第13号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

国に対して「待機児童と保育士不足解消のための実効性ある対策を求める意見書」の
提出を求める陳情
 愛知保育団体連絡協議会　会長　本田たみ代

国に対して「放課後児童支援員等の処遇改善事業に係る事務等の簡素化を求める
意見書」の提出を求める陳情
 愛知学童保育連絡協議会　会長　江坂佳代子 

国に対して「学童保育指導員の資格と配置基準の堅持を求める意見書」の提出を求
める陳情
 愛知学童保育連絡協議会　会長　江坂佳代子 

陳情第14号から陳情第16号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

豊川市幸町におけるマンション（旧伊勢屋跡）建設に関する陳情
  大岩　章二 

陳情第17号は、産業建設委員会において採択と決定。

　議員防災研修として「東三河消防指令セン
ター（豊橋市中消防署）」へ視察を行いました。
　センターは、東三河地区５市３町村の119番
通報に対応しており、高機能消防通信指令シス
テムによる運営体制を中心に説明を受けまし
た。また、大規模災害発生時に緊急消防救助隊

陳情第10号
～第13号

陳情第14号

陳情第15号

陳情第16号

陳情第17号

結　　果

10月２日　豊橋市中消防署の見学

結　　果

結　　果

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情は、申し合わせにより「聞きおく」としています。
※　「聞きおく」とされた陳情は、全議員にその写しを配付し、各会派が陳情内容により意見書や決議の発議が必要と判断した
　場合は、定例会の中日の前日までに意見を備え、議長に申し出ることになっています。
　　今期定例会において、申し出はありませんでした。

陳　　情

議員研修会

の活動拠点として活
用する全国に15台し
かない拠点機能形成
車を見ることができ
ました。

　昨年度の研修からステップアップした「公会
計制度の応用編」として議員研修会を開催しま
した。講師も昨年と同様に、愛知大学の経営学
部会計ファイナンス学科の吉本理沙准教授にお
願いしました。
　研修は、昨年度の復習から始まり、豊川市
の固定資産台帳情報を用いて自治体の課題
を分析する方法や、その原因について説明が
あり、グループワーク、意見交換が活発に行わ
れました。

11月20日　公会計制度

　名古屋大学宇宙地球環境研究所における、豊
川海軍工廠の遺構の視察を行いました。
　研究所内には海軍工廠の遺構が数多く残り、
今年６月に開園しました豊川海軍工廠平和公園も

12月28日　豊川海軍工廠遺構の見学

隣接しています。
　現地では、担当
課による各施設の
概 要 説 明が 行わ
れ、当時の状況を
確認することがで
きました。

講義を活かしたグループワーク
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